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第２章 高齢者を取り巻く現状 

１ 高齢者の状況 

（１）柳井市の人口・世帯の状況 

①人口・世帯の状況 

本市の人口は、平成２９年９月末現在３２,５７３人、世帯数は1５,７９４世帯、

世帯人員（１世帯当たりの平均人員数）は２.０６人／世帯となっています。 

過去６年間の推移でみると、人口は平成２３年の３５,１５６人からおよそ７.３％

程度の減少、世帯数は１.７％程度の減少となっています。 

 

【人口・世帯数推移（人・世帯）】 

  平成23年
(2011年) 

平成24年
(2012年) 

平成25年
(2013年) 

平成26年
(2014年) 

平成27年
(2015年) 

平成28年
(2016年) 

平成29年
(2017年) 

人口 35,156 34,866 34,291 33,913 33,448 32,993 32,573 

世帯数 16,074 16,100 15,989 15,915 15,843 15,825 15,794 

世帯人員 

（人／世帯） 
2.19 2.17 2.14 2.13 2.11 2.08 2.06 

資料：住民基本台帳（各年９月末現在） 

 

  

35,156  34,866  34,291  33,913  33,448  32,993  32,573  

16,074  16,100  15,989  15,915  15,843  15,825  15,794  

2.19  2.17  2.14  2.13  2.11  2.08  2.06  

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 

人口・世帯数推移 

人口 世帯数 世帯人員（人/世帯） （人・世帯） （人 ／ 世帯） 



8 

②人口動態 

人口の動きをみると、出生・死亡からみる「自然動態」は、近年３００人／年を超

える減少、転入・転出からみる「社会動態」も１００人／年程度の減少で推移してい

ます。総じて、本市の人口の減少傾向は、死亡が出生を上回る自然動態と転出が転入

を上回る社会動態の減少がともに影響しています。 

 

 

【人口動態（人）】 

      自然動態     社会動態 人口動態 

  出生 死亡   転入 転出     

平成18年 

(2006年) 
236 493 △ 257 1,464 1,415 49 △ 208 

平成19年 

(2007年) 
246 487 △ 241 1,308 1,312 △ 4 △ 245 

平成20年 

(2008年) 
227 474 △ 247 1,286 1,430 △ 144 △ 391 

平成21年 

(2009年) 
248 512 △ 264 1,237 1,268 △ 31 △ 295 

平成22年 

（2010年） 
261 492 △ 231 1,233 1,241 △ 8 △ 239 

平成23年 

（2011年） 
238 526 △ 288 1,170 1,162 8 △ 280 

平成24年 

(2012年) 
201 581 △ 380 1,144 1,211 △ 67 △ 447 

平成25年 

(2013年) 
219 577 △ 358 1,118 1,263 △ 145 △ 503 

平成26年 

(2014年) 
200 527 △ 327 1,069 1,160 △ 91 △ 418 

平成27年 

(2015年) 
211 543 △ 332 1,098 1,254 △ 156 △ 488 

資料：保健統計年報（自然動態）、山口県人口移動統計（社会動態）（各年１０月１日現在） 
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（２）地区別の人口・世帯の状況 

平成２９年９月末時点の人口を地区別でみると、「柳井」が１６,４１５人で、

市内では最大規模の地区で、以下「新庄」、「伊保庄」、「大畠」の順となってい

ます。 

世帯人員は「平郡」で１.４人／世帯となっており、世帯の小規模化が最も進ん

でいます。 

 

【地区別人口・世帯数規模（人・世帯）】 

  柳井 日積 伊陸 新庄 余田 伊保庄 阿月 平郡 大畠 計 

人 口 16,415 1,462 1,668 4,489 1,543 2,998 724 347 2,927 32,573 

世帯数 7,875 776 813 2,012 698 1,540 385 248 1,447 15,794 

世帯人員 

（人／世帯） 
2.08  1.88  2.05  2.23  2.21  1.95  1.88  1.40  2.02  2.06  

資料：住民基本台帳（平成２９年９月末現在） 
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過去１０年間の地区別人口・世帯数の推移でみると、人口は全ての地区で減少し

ています。１０％を超えて減少しているのは、「平郡」、「阿月」、「日積」、「大畠」、 

「伊陸」、「伊保庄」となっています。「平郡」、「阿月」は２０％を超えて減少して

います。 

世帯数の推移では、「柳井」、「新庄」、「余田」を除いて減少しており、特に「平

郡」で大きく減少しています。 

 

 

【地区別人口・世帯数の推移（人・世帯）】 

  柳井 日積 伊陸 新庄 余田 伊保庄 阿月 平郡 大畠 

平成１９年人口 
(2007年) 

17,630 1,822 2,015 4,665 1,603 3,500 916 513 3,588 

  〃  世帯数 7,834 838 840 1,900 648 1,635 422 338 1,596 

平成２９年人口 
(2017年) 

16,415 1,462 1,668 4,489 1,543 2,998 724 347 2,927 

  〃  世帯数 7,875 776 813 2,012 698 1,540 385 248 1,447 

資料：住民基本台帳（各年９月末現在） 
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（３）高齢者の現状 

①高齢者人口の推移 

本市の年齢３区分別人口の推移をみると、年少人口（１４歳以下）及び生産年齢

人口（１５～６４歳）は減少していますが、老年人口（６５歳以上）は増加してお

り、平成２９年９月末では１２,１７３人となっています。 

それに伴い、老年人口の比率（高齢化率）も増加し、平成２５年には３４％であ

ったものが、平成２９年では３７.４％となっています。年少人口は、平成２５年

と平成２９年を比較すると３４６人減少しており、本市の少子高齢化は急速に進ん

でいることが分かります。 

     

【年齢３区分別人口の推移（人）】 

  
平成25年 
(2013年) 

平成26年 
(2014年) 

平成27年 
(2015年) 

平成28年 
(2016年) 

平成29年 
（2017年） 

年少人口   （14歳以下） 3,884 3,829 3,744 3,624 3,538 

生産年齢人口（15～64歳） 18,754 18,181 17,650 17,192 16,862 

老年人口  （65歳以上） 11,653 11,903 12,054 12,177 12,173 

 うち（65～74歳） 5,330 5,599 5,768 5,758 5,694 

 うち（75歳以上） 6,323 6,304 6,286 6,419 6,479 

総人口 34,291 33,913 33,448 32,993 32,573 

資料：住民基本台帳（各年９月末現在） 
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６５歳以上の高齢者人口については、平成２７年から６５～７４歳の「前期高齢

者」と７５歳以上の「後期高齢者」の差が広がっており、後期高齢者が増えています。 
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②高齢者世帯の状況 

 平成２２年と２７年の世帯状況をみると、一般世帯総数では減少していますが、高

齢者のいる世帯総数は３５０世帯増加し、一般世帯総数に占める高齢者のいる世帯総

数の比率は、５１.３％から５５.１％に増加し、世帯の高齢化が進んでいることが分

かります。 

 また、高齢者のいる世帯総数のうちで「ひとり暮らし高齢者世帯」は５年間で２６

５世帯（一般世帯総数における比率は１６.３％から１８.６％に増加）増えており、

高齢者の単身世帯が増加しています。 

 

【高齢者世帯数（世帯・％）】 

  
平成22年 

（2010年） 

平成27年 

（2015年） 

高齢者のいる世帯総数 7,439（51.3％） 7,789（55.1％） 

 ひとり暮らし高齢者世帯 2,366（16.3％） 2,631（18.6％） 

 夫婦のみの世帯 2,329（16.1％） 2,490（17.6％） 

 その他の高齢者世帯 2,744（18.9％） 2,668（18.9％） 

その他の世帯 7,059（48.7％） 6,358（44.9％） 

一般世帯総数 14,498 14,147 

  資料：国勢調査（各年10月１日現在） 
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③高齢者世帯の住まいの状況 

６５歳以上の高齢者がいる一般世帯の住宅の建て方の状況をみると、一戸建に住む

世帯数は８９.７％と高く、住宅の所有状況については８７.７％が持ち家となってい

ます。 

【高齢者がいる世帯の住宅の建て方の状況（世帯・％）】 

種別 平成27年（2015年） 

一戸建 6,989（89.7％） 

長屋建 305 （3.9％） 

共同住宅 451 （5.8％） 

その他 44 （0.6％） 

総数 7,789       

  資料：国勢調査（平成27年） 

 

【高齢者がいる世帯の住宅の所有状況（世帯・％）】 

種別 平成27年（2015年） 

持ち家 6,833（87.7％） 

公営・都市再生機構・公社の借家 479 （6.1％） 

民営の借家 413 （5.3％） 

給与住宅 21 （0.3％） 

間借り 26 （0.3％） 

上記以外 17 （0.2％） 

総数 7,789       

  資料：国勢調査（平成27年） 
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④認知症*高齢者数の状況 

 認知機能の低下リスクのある高齢者数（認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上の人

数）は、平成２９年３月末現在で１,４２９人となっています。 

 

【認知症高齢者の状況（人）】 

平成26年度 

（2014年） 

平成27年度 

（2015年） 

平成28年度 

（2016年） 

1,274 1,440 1,429 

資料：高齢者支援課（各年度末時点） 

「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱa以上を「認知症高齢者」として集計 

※  「認知症高齢者の日常生活自立度」は、判定基準によりⅠ～Ⅳ、Ｍの段階があり、Ⅱは「日常

生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意してい

れば自立できる」状態を指し、見守り又は支援が必要であることを表しています。 
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２ アンケート調査からみた高齢者の現状 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の概要 

本計画の策定に当たり、高齢者の生活状況や健康状況、介護保険及び保健福祉に関

するニーズを把握し、今後の高齢者の保健福祉や介護サービスの充実のための基礎資

料として活用するため、ニーズ調査を実施しました。 

 

  ①調査対象等 

調 査 内 容 
 国が示した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査票」に独自設問を

加えて作成 

調 査 対 象 者  柳井市在住で６５歳以上の一般高齢者及び要支援1、2の高齢者 

対 象 者 数  2,300人 無作為抽出 

配布・回収方法  郵送による配布・回収を実施 

調 査 の 期 間  平成29年(2017年)1月30日～平成29年(2017年)2月17日 

回 収 結 果 
 配布数      有効回答数     有効回答率 

  2,300人      1,648人       71.7％ 

グラフの表記に

ついて 

 グラフの％表示は小数点第２位を四捨五入しているため、合計して

も100％にならない場合があります。 

 複数回答の項目は、回答の％の合計が100％を超えています。 

 グラフ内及びグラフ付近にある「ｎ=＊＊＊」は、パーセントを算出

する母数を意味します。 

 

 

 

  ②回答者の属性（年齢・性別） 

 
65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 合計 

男性 
人 229 172 116 101 64 12 694 

％ 33.0 24.8 16.7 14.6 9.2 1.7 100 

女性 
人 256 209 196 157 93 43 954 

％ 26.8 21.9 20.5 16.5 9.7 4.5 100 

合計 
人 485 381 312 258 157 55 1,648 

％ 29.4 23.1 18.9 15.7 9.5 3.3 100 
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③介護の必要度 

「介護・介助」の必要性を質問したところ、「介護・介助は必要ない」が８３.６

％と最も高く、次いで「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 

９.０％、「現在、何らかの介護・介助を受けている」が５.６％となっています。 

 

 

 

 

④介護・介助が必要となった原因 

「現在、何らかの介護・介助を受けている」と回答した方に、介護・介助が必要に

なった原因を質問したところ、「高齢による衰弱」が２５.８％と最も高く、次いで   

「骨折・転倒」が１９.４％、「視覚・聴覚障害」、「脊椎損傷」、「その他」が１４.０

％となっています。 
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けずに家族などの介護・介

助を受けている場合も含む）

無回答

(％)
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⑤主な介護・介助者の状況 

主な介護・介助者の状況の割合を全体でみると、「配偶者(夫・妻)」が２８.０％と

最も高く、次いで「娘」が２６.９％、「息子」が２１.５％となっています。 

 
 

 

⑥閉じこもり*傾向 

「週に１回以上は外出していますか」と質問し、「ほとんど外出しない」と回答した方

を「閉じこもり傾向該当者」と判定しました。閉じこもり傾向の該当者は、１９.６％と

なっています。性別でみると、男性が１５.９％、女性が２２.３％と男性に比べて女性が

高くなっています。年齢別でみると、９０歳以上が６３.６％と最も高く、年齢が上がる

につれて高くなっています。 
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(％)

凡例

【全　体】 n=1,648

【性　別】

男 n=694

女 n=954

【年　齢】

65～69歳 n=485

70～74歳 n=381

75～79歳 n=312

80～84歳 n=258

85～89歳 n=157

90歳以上 n=55

19.6

15.9

22.3

7.4

12.6

19.9

28.7

43.3

63.6

78.2

81.7

75.7

92.0

85.6

77.6

67.4

52.9

32.7

2.2

2.4

2.0

0.6

1.8

2.6

3.9

3.8

3.6
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⑦外出を控えている理由 

「外出を控えている」と回答した方に、理由を質問したところ、「足腰などの痛み」

が５１.１％と最も高く、次いで「交通手段がない」が２４.６％、「外での楽しみが

ない」が１６.４％となっています。 

 

 

 

⑧認知機能の低下 

「物忘れが多いと感じる」と回答した方を「認知機能の低下の該当者」と判定しま

した。認知機能の低下の該当者は、４６.２％となっています。性別でみると、男性が

４４.２％、女性が４７.６％と男性に比べて女性が高くなっています。年齢別でみる

と、９０歳以上が６５.５％と最も高く、年齢が上がるにつれて高くなっています。 

 

 

 

  

【全　体】

n=354
(％)

病気

障害（脳卒中の後遺症
等）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁等）

耳の障害（聞こえの問題
等）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

16.1

3.7

51.1

13.0

11.3

9.3

16.4

14.4

24.6

7.9

2.5

0 20 40 60 80 100 

該当 非該当 判定不能 無回答

(％)

凡例

【全　体】 n=1,648

【性　別】

男 n=694

女 n=954

【年　齢】

65～69歳 n=485

70～74歳 n=381

75～79歳 n=312

80～84歳 n=258

85～89歳 n=157

90歳以上 n=55

46.2

44.2

47.6

37.5

42.0

46.5

55.0

61.1

65.5

52.0

54.0

50.5

61.6

56.2

52.2

41.5

36.3

30.9

1.8

1.7

1.9

0.8

1.8

1.3

3.5

2.5

3.6
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⑨社会的役割の低下 

社会的役割とは人を思いやる、相談にのる、他の世代との積極的な交流など、他者

との関わりをもつ能力のことです。 

 「友人の家を訪ねていますか」、「家族や友人の相談にのっていますか」、「病人を見

舞うことができますか」、「若い人に自分から話しかけることがありますか」の４つの

質問に、全て該当しない場合は、「社会的役割の低下の該当者」として判定しました。

社会的役割の低下の該当者の割合を全体でみると、４９.２％となっています。性別

でみると、男性が５７.８％、女性が４２.９％と女性に比べて男性が高くなっていま

す。年齢別でみると９０歳以上が７０.９％と最も高く、７０～７４歳が４０.７％と最

も低くなっています。 

 

 

 

⑩地域活動への社会参加の状況 

各地域活動への参加頻度の状況をみると、「月１～３回」では「趣味関係のグルー

プ」が１１.９％、「年に数回」では「町内会・自治会」が２８.５％とそれぞれ最も

高くなっています。 

 

該当 非該当 判定不能 無回答

(％)

凡例

【全　体】 n=1,648

【性　別】

男 n=694

女 n=954

【年　齢】

65～69歳 n=485

70～74歳 n=381

75～79歳 n=312

80～84歳 n=258

85～89歳 n=157

90歳以上 n=55

49.2

57.8

42.9

43.5

40.7

50.3

58.9

61.1

70.9

48.2

40.8

53.7

54.8

56.2

47.8

38.0

35.7

21.8

2.6

1.4

3.5

1.6

3.1

1.9

3.1

3.2

7.3

全　体

n=1,648
(％)

週4回以上

週2～3回

週1回

月1～3回

年に数回

参加していない

週4回以上

週2～3回

週1回

月1～3回

年に数回

参加していない

週4回以上

週2～3回

週1回

月1～3回

年に数回

参加していない

週4回以上

週2～3回

週1回

月1～3回

年に数回

参加していない

週4回以上

週2～3回

週1回

月1～3回

年に数回

参加していない

週4回以上

週2～3回

週1回

月1～3回

年に数回

参加していない

週4回以上

週2～3回

週1回

月1～3回

年に数回

参加していない

町内会・自治会

収入のある仕事

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

老人クラブ

0.8

2.1

0.8

0.2

0.1

0.3

8.6

1.4

4.9

3.8

0.8

0.5

0.5

6.1

1.6

5.0

5.6

1.4

0.6

0.6

1.3

5.6

4.2

11.9

3.9

2.2

5.5

2.5

7.1

2.9

6.6

2.9

5.7

28.5

2.9

41.5

40.0

35.7

42.6

44.4

25.7

37.0

0 20 40 60 80 100 
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⑪地域づくりへの参加意向 

参加者として地域づくりへの参加意向の割合をみると、「参加意向あり」が６１.９％

と最も高くなっています。性別でみると、「参加意向あり」では男性が６０.２％、女性が   

６３.０％と男性に比べて女性が高くなっています。年齢別でみると、「参加意向あり」

では６５～６９歳が７０.５％と最も高く、年齢が上がるにつれて低くなっています。 

※地域づくりへの参加意向を「参加意向あり(是非参加したい、参加してもよ

い)」と区分 

 
 

 

⑫主観的健康観 

現在の健康状態を質問したところ、「健康状態がよい」の回答が７４.３％となって

います。性別でみると、「よい」では男性が７３.７％、女性が７４.６％と男性に比

べて女性が高くなっています。年齢別でみると、「よい」では６５～６９歳が８３.３％と

最も高く、９０歳以上が４５.５％と最も低くなっています。 

※主観的健康観を「よい(とてもよい、まあよい)」、「よくない(あまりよくな

い、よくない)」と区分 

 

 
 

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

(％)

凡例

【全　体】 n=1,648

【性　別】

男 n=694

女 n=954

【年　齢】

65～69歳 n=485

70～74歳 n=381

75～79歳 n=312

80～84歳 n=258

85～89歳 n=157

90歳以上 n=55

9.5

6.9

11.3

8.2

11.8

13.5

6.2

7.0

3.6

52.4

53.3

51.7

62.3

51.7

50.0

51.6

40.1

21.8

32.6

34.9

31.0

27.2

31.8

31.4

35.7

40.8

56.4

5.5

4.9

6.0

2.3

4.7

5.1

6.6

12.1

18.2

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

(％)

凡例

【全　体】 n=1,648

【性　別】

男 n=694

女 n=954

【年　齢】

65～69歳 n=485

70～74歳 n=381

75～79歳 n=312

80～84歳 n=258

85～89歳 n=157

90歳以上 n=55

10.4

11.5

9.5

14.6

9.7

9.9

6.6

7.0

7.3

63.9

62.2

65.1

68.7

69.0

59.6

62.4

56.7

38.2

18.2

18.6

17.9

10.7

15.2

21.8

23.6

26.1

36.4

3.2

3.7

2.8

3.1

1.6

1.9

5.0

3.8

12.7

4.3

3.9

4.6

2.9

4.5

6.7

2.3

6.4

5.5
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⑬主観的幸福感 

現在どの程度幸せであるか、１０点満点で質問したところ、「８点以上」が４４.８％と

なっています。性別でみると、「８点以上」では男性が３７.３％、女性が５０.０％と男性

に比べて女性が高くなっています。年齢別でみると、「８点以上」では６５～６９歳が    

４８.７％と最も高く、次いで７０～７４歳が４５.９％、８５～８９歳が４４.６％となっ

ています。 

 
 

⑭介護が必要になった場合の居住の意向 

介護が必要になった場合の居住の意向をみると、「自宅で暮らしたい」が６０.６％と最

も高く、次いで「高齢者向けの住宅や介護施設などで暮らしたい」が３０.８％となって

います。性別でみると、「自宅で暮らしたい」では男性が６７.９％、女性が５５.３％と

女性に比べて男性が高くなっています。 

年齢別でみると「自宅で暮らしたい」では８０～８４歳が６５.５％と最も高く、次

いで９０歳以上が６３.６％、６５～６９歳が６１.４％となっています。 

 

 

0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

(％)

凡例

【全　体】 n=1,648

【性　別】

男 n=694

女 n=954

【年　齢】

65～69歳 n=485

70～74歳 n=381

75～79歳 n=312

80～84歳 n=258

85～89歳 n=157

90歳以上 n=55

0.6
0.9

0.4
0.6

0.3

0.6

1.2

1.8

0.5
0.4

0.5
0.2

0.8

0.3

0.8

0.6

0.7
0.6

0.7
1.0

0.3

0.6

0.4

1.3

2.0
1.9

2.1
2.1

2.4

1.6

1.9

1.9

1.8

2.4
4.2

1.0
2.3

2.9

1.6

3.1

0.6

5.5

22.6

27.4

19.2

18.8

22.3

27.2

24.8

22.9

21.8

7.4

8.5

6.6

9.1

7.1

5.8

8.5

5.1

5.5

13.2

13.4

13.0

13.8

13.1

14.1

12.4

11.5

10.9

20.6

17.6

22.7

24.9

21.8

16.7

19.4

16.6

12.7

7.9

6.3

9.0

8.5

6.8

5.4

9.7

10.2

9.1

16.3

13.4

18.3

15.3

17.3

17.3

13.2

17.8

21.8

5.9

5.5

6.3

3.5

5.0

8.7

4.7

11.5

9.1

自宅で暮らしたい 高齢者向けの住宅や介
護施設などで暮らしたい

その他 無回答

(％)

凡例

【全　体】 n=1,648

【性　別】

男 n=694

女 n=954

【年　齢】

65～69歳 n=485

70～74歳 n=381

75～79歳 n=312

80～84歳 n=258

85～89歳 n=157

90歳以上 n=55

60.6

67.9

55.3

61.4

60.9

54.8

65.5

59.9

63.6

30.8

24.5

35.4

29.5

32.5

34.3

27.9

29.3

29.1

7.3

6.3

8.1

7.0

6.3

9.3

5.8

9.6

7.3
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⑮自宅で介護を受けることになった場合に欠かせないもの 

自宅で介護を受けることになった場合に欠かせないものの割合を全体でみると、  

「必要な在宅介護サービスが整っていること」が６５.２％と最も高く、次いで    

「家族や親族の理解や協力が得られること」が５８.６％、「在宅医療が充実し、かか

りつけ医による診察等が自宅で受けられること」が５８.０％となっています。 

 
 

 

⑯各種リスクの発生状況 

各種リスクの発生状況を性別でみると、男性では「社会的役割の低下」が５７.８％と最

も高く、次いで「認知機能の低下」が４４.２％、「知的能動性の低下」が４３.５％となっ

ています。女性では「認知機能の低下」が４７.６％と最も高く、次いで「うつ傾向」が    

４３.８％、「社会的役割の低下」が４２.９％となっています。 

 

 

 

【全　体】

n=1,648
(％)

必要な在宅介護サービスが整って

いること

在宅医療が充実し、かかりつけ医に

よる診察等が自宅で受けられること

歯科衛生士による口腔ケアや栄養士による

栄養指導など、専門家によるケアが自宅で

受けられること

身近な地域の人による、見守りや、買い物・

ゴミ出しの手助けなど、地域の支え合いがあ

ること

家族や親族の理解や協力が得られ

ること

その他

無回答

65.2

58.0

23.2

32.3

58.6

1.5

8.4

0 20 40 60 80 100 

(％)

全体　n=1,648 男性　n=694 女性　n=954

運動器の機能低下 17.7 12.7 21.3

転倒リスク 33.0 29.5 35.5

閉じこもり傾向 19.6 15.9 22.3

低栄養状態 1.4 1.0 1.7

口腔機能の低下 22.5 19.9 24.3

認知機能の低下 46.2 44.2 47.6

ＩＡＤＬの低下 14.1 18.9 10.7

知的能動性の低下 38.3 43.5 34.6

社会的役割の低下 49.2 57.8 42.9

うつ傾向 41.7 38.8 43.8
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⑰調査結果からみえる課題 

○主観的健康観、幸福感からみる課題 

   主観的健康観と相関がある項目から、社会的役割を持ち、外出行動ができている

ことや、生きがいがあること、口腔機能*がしっかりあり、食事が普通にできている

こと、うつ傾向がないことが、健康に生きることにとって重要であることが浮かび

上がってきます。 

   また、幸福感に関して、「主観的健康観」、「生きがい」、「うつ傾向」に比較的強い

相関があり、「若い人に自分から話しかけることがある」、「経済的状況」、「社会的役

割の低下」に相関があります。生きがいを持って社会とかかわることが重要となっ

ています。 

   主観的健康観では、年齢層との相関がややあり、加齢に伴って主観的健康観の良

い人の割合が低くなっていますが、幸福感では、加齢には相関がないようです。 

 

○リスクから見た課題 

   各種リスクの発生状況から、「認知機能の低下」、「うつ傾向」、「社会的役割の低下」の

リスクを持つ人の割合が高くなっていることが分かります。認知症初期集中支援チーム*

の整備や認知症予防事業の充実、うつに対する啓発や早期発見の施策の充実、社会的役

割を創造する地域活動の推進などが必要となっています。 

    

○その他の課題 

    自分で運転をしている人のうち、４３.０％の人に認知機能の低下リスクがあり、

今後の安全対策や自家用車を運転できなくなった場合の移動手段の検討が必要とな

っています。 

 

（認知機能の低下） 
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（２）在宅介護実態調査の概要 

本計画の策定に当たり、「要介護者の在宅生活の継続」や「介護者の就労継続」に

有効な介護サービスの在り方を検討するための調査を実施いたしました。 

 

①調査対象等 

調 査 内 容  国が示した「在宅介護実態調査票」に基づき作成 

調 査 対 象 者 
在宅で生活をしている要支援・要介護認定を受けている方のうち、更新・

区分変更申請に伴う認定調査*を受けた方(施設・居住系、入院を除く) 

調 査 手 法 
居宅介護支援事業所*及び地域包括支援センター*の介護支援専門員*等に

よるモニタリング時の聞き取り調査 

調 査 の 期 間  平成28年(2016年)12月9日～平成29年(2017年)1月31日 

回 収 結 果 
 調査数     有効回答数    有効回答率 

435人       414人      95.2％ 

グラフの表記に

ついて 

 グラフの％表示は小数点第２位を四捨五入しているため、合計しても  

100％にならない場合があります。 

 複数回答の項目は、回答の％の合計が100％を超えています。 

 グラフ内及びグラフ付近にある「ｎ=＊＊＊」は、パーセントを算出   

する母数を意味します。 

 

  ②要介護者の属性（年齢・性別） 

 65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90～94歳 95～99歳 100歳以上 合計 

男性 
人 5 8 7 20 38 22 22 2 0 124 

％ 4.0 6.5 5.6 16.1 30.6 17.7 17.7 1.6 0.0 100 

女性 
人 6 9 10 20 77 85 64 18 1 290 

％ 2.1 3.1 3.4 6.9 26.6 29.3 22.1 6.2 0.3 100 

合計 
人 11 17 17 40 115 107 86 20 1 414 

％ 2.7 4.1 4.1 9.7 27.8 25.8 20.8 4.8 0.2 100 
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③世帯類型 

世帯類型をみると、「単身世帯」が３９.１％、「夫婦のみ世帯」が２０.５％となって

います。 

 

 

 

④介護の頻度の状況 

家族や親族からの介護の頻度をみると、「ほぼ毎日ある」が５７.０％と最も高く、次

いで「ない」が１４.７％、「週に１～２日ある」が１１.８％となっています。 

 

 

 

⑤主な介護者の状況 

主な介護者の状況をみると、「子」が５４.１％と最も高く、次いで「配偶者」が

２５.５％、「子の配偶者」が１１.９％となっています。 

 

 

 

⑥主な介護者の性別 

主な介護者の性別をみると、「女性」が６９.４％、「男性」が３０.６％となって

います。 
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⑦主な介護者の年齢 

主な介護者の年齢をみると、「６０代」が３５.７％と最も高く、次いで「５０代」が

２６.１％、「７０代」が１５.９％となっています。 

 

 

 

⑧主な介護者が行っている介護等 

主な介護者が行っている介護等をみると、「その他の家事(掃除、洗濯、買い物等)

」が８３.９％と最も高く、次いで「外出の付き添い、送迎等」が７０.８％、「食事

の準備(調理等)」が７０.３％となっています。 

 

 

【ｎ=353】 
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⑨介護を理由に退職した介護者の有無 

過去１年間に介護を理由に退職した介護者の有無の割合をみると、「介護のために

仕事を辞めた家族・親族はいない」が８６.７％と最も高く、次いで「主な介護者が

仕事を辞めた(転職除く)」が３.１％となっています。 

 

 

 

⑩施設等への入所・入居の検討状況 

現時点での、施設等への入所・入居の検討状況の割合をみると、「入所・入居は検

討していない」が７５.４％と最も高く、次いで「入所・入居を検討している」が    

１６.７％、「すでに入所・入居申込みをしている」が５.６％となっています。 

 

 

【ｎ=353】 
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⑪主な介護者の現在の勤務形態 

主な介護者の現在の勤務形態の割合をみると、「働いていない」が５６.１％と最

も高く、次いで「フルタイムで働いている」が２１.５％、「パートタイムで働いて

いる」が１９.８％となっています。 

 

 

 

⑫主な介護者が行っている働き方の調整等 

主な介護者が行っている働き方の調整等の割合をみると、「特に行っていない」が

５２.７％と最も高く、次いで「介護のために、労働時間を調整(残業免除、短時間勤

務、遅出・早帰・中抜け等)しながら、働いている」が２１.２％となっています。 

 

 

⑬今後の就労継続見込み 

今後の介護をしながらの就労継続見込みの割合をみると、「問題はあるが、何とか続けて

いける」が４３.８％と最も高く、次いで「問題なく、続けていける」が３０.１％となって

います。 

 

  

【ｎ=146】 

1 

2 

3 

4 
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⑭要介護度*別の介護者が不安に感じる介護 

 要介護度別の介護者が不安に感じる介護をみると、「要介護３以上」では、「夜

間の排泄」が３７.０％と最も高く、次いで「日中の排泄」が３４.８％、「認知症

状への対応」が３２.６％となっています。 

 

 

  

【ｎ=353】 
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⑮要介護度別・サービス利用の組合せ(３区分) 

 要介護度別・サービス利用の組合せ(３区分)をみると、「要介護３以上」では、

「通所系・短期系のみ」が３６.５％と最も高く、要介護度が上がるにつれて「訪

問系を含む組合せ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

⑯サービス利用回数と施設等の検討状況(訪問系、要介護３以上) 

 サービス利用回数と施設等の検討状況(訪問系、要介護３以上)をみると、１５回

以上の利用では「検討していない」が８７.５％と最も高くなっています。 

 

 

 

⑰サービス利用の組合せと施設等の検討状況(要介護３以上) 

 サービス利用の組合せと施設等の検討状況(要介護３以上)をみると（サービス未

利用を除く。）、施設等の入所・入居を「検討していない」では、「通所系・短期

系のみ」が52.6％と高くなっています。 

 

 

  

入所・入居は検討してい
ない

入所・入居を検討してい
る

すでに入所・入居申し込
みをしている

無回答

(％)

凡例

【全体】 n=52

【サービス利用】

未利用 n=13

訪問系のみ n=2

訪問系を含む組み合わせ n=18

通所系・短期系のみ n=19

25.0

59.6

84.6

50.0

50.0

52.6

25.0

26.9

50.0

44.4

26.3

25.0

11.5

7.7

5.6

21.1

25.0

1.9

7.7
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⑱就労状況別・サービス利用の組合せ 

就労状況別・サービス利用の組合せをみると、「訪問系を含む組み合わせ」では、   

「フルタイムで働いている」が１５.８％、「パートタイムで働いている」が     

１２.９％と「フルタイムで働いている」の方が高くなっています。 

 

   

⑲要介護度別の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

要介護度別の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスをみると、要介護度

が上がるにつれて、「移送サービス」、「サロンなどの定期的な通いの場」の割合

が高くなっています。 

また、「要介護３以上」では、「移送サービス」、「外出同行」が高くなってい

ます。一方、「要支援１・２」では「掃除・洗濯」、「配食」、「買い物」の割合

が高くなっています。 

 

【ｎ=414】

「】 
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⑳調査結果からみえる有効な介護サービス 

調査結果から、「要介護者の在宅生活の継続」や「介護者の就労継続」に有効な介

護サービスについて検討しました。 

要介護度別の介護者が不安に感じる介護をみると、「要介護３以上」では、「夜間の

排泄」、「日中の排泄」、「認知症状への対応」の割合が高くなっています。訪問系サ

ービスを頻回に利用しているケースでは、「認知症状への対応」や「夜間の排泄」に係

る介護者不安が軽減されるとともに、「施設等検討割合」が低下する傾向がみられまし

た。このような多頻度の訪問系サービスの提供を実現するためには、定期巡回・随時対

応型訪問介護看護の整備を進めていくことが効果的であると考えられます。  

また、サービス利用の組合せと施設等の検討状況(要介護３以上)をみると、施設等

の入所・入居を「検討していない」では、「通所系・短期系のみ」が高くなっていま

す。家族等の介護者へのレスパイトケア*の必要性が高いことから、「訪問系のみ」

でなく、レスパイトケアの機能を持つ「通所系」や「短期系」の利用が多くなってい

ると考えられます。したがって、地域での資源の整備を検討する際には、「通いを中

心とした包括的サービス拠点」としての「小規模多機能型居宅介護（若しくは看護小

規模多機能型居宅介護）」の整備を進めることが在宅療養生活を支えていく方法とし

て考えられます。  

そして、要介護度別の「在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス」をみると、

「要介護３以上」においては、特に「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」や「外

出同行（通院、買い物など）」のニーズが高い傾向がみられました。この傾向は、要介

護１・２でも同様で、要介護者全般について外出・移送に係る支援のニーズが高いこと

が分かります。このような外出に係る支援・サービスは、大きな課題であるといえます

。  

 

  


